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Abstract:  

量子ウォークとは、フォトンが様々な光学デバイスを通過して伝播する系であり、トポロ

ジカルに保護されたエッジ状態が存在する。量子ウォークでは、電子系では困難である、

エッジ状態の"実空間観測”[1]や制御可能な散逸効果の導入[2]が可能である。さらに、近

年では、非線形効果を入れた量子ウォークも理論的に提案されている[3]。本講演では、量

子ウォークとはどのような系かを説明した後に、散逸や非線形性が導入された量子ウォー

クにおいて、エッジ状態が示す特異な振舞いを紹介する。 
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